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最終頁に続く

( 5 7 ) 【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 軸 線 を 中 心 に 回 転 さ れ る 切 削 工 具 で あ っ て 、
　 軸 方 向 の 異 な る 位 置 に 設 け ら れ た 複 数 の 軸 部 と 、
　 す く い 面 と 、 切 れ 刃 と 、 を 有 し 、 前 記 複 数 の 軸 部 に そ れ ぞ れ 設 け ら れ た 複 数 の 切 削 刃 部  
と 、 を 備 え 、
　 前 記 複 数 の 軸 部 は 、 第 １ の 軸 部 （ Ｓ ａ ） と 、 前 記 第 １ の 軸 部 よ り も 基 端 側 に 設 け ら れ 且  
つ 前 記 第 １ の 軸 部 よ り も 大 径 の 第 ２ の 軸 部 （ Ｓ ｂ ） と 、 前 記 第 ２ の 軸 部 よ り も 基 端 側 に 設  
け ら れ 且 つ 前 記 第 ２ の 軸 部 よ り も 大 径 の 第 ３ の 軸 部 （ Ｓ ｃ ） と 、 前 記 第 ３ の 軸 部 よ り も 基  
端 側 に 設 け ら れ 且 つ 前 記 第 ３ の 軸 部 よ り も 大 径 の 第 ４ の 軸 部 （ Ｓ ｄ ） と 、 を 有 し 、
前 記 す く い 面 は 、 前 記 軸 線 と 平 行 に 形 成 さ れ た 面 で あ り 、
　 前 記 す く い 面 に は 、 前 記 切 れ 刃 に 達 す る 一 端 を 有 し 、 並 列 し て 配 置 さ れ て 、 前 記 切 れ 刃  
に 潤 滑 液 を 供 給 す る た め の 、 複 数 の 溝 が 形 成 さ れ て お り 、
　 前 記 第 １ 及 び 第 ４ の 軸 部 に 設 け ら れ た 前 記 切 削 刃 部 の 前 記 複 数 の 溝 は 、 前 記 軸 線 に 対 し  
て 傾 斜 し て 形 成 さ れ 、
前 記 第 １ 及 び 第 ４ の 軸 部 に 設 け ら れ た 前 記 切 削 刃 部 は 、 前 記 軸 線 と 垂 直 な 面 に 対 し て 傾 斜  
し た 斜 端 面 （ ２ ０ ａ 、 ２ ０ ｄ ） を 有 し 、
　 前 記 第 ２ 及 び 第 ３ の 軸 部 に 設 け ら れ た 前 記 切 削 刃 部 の 前 記 複 数 の 溝 は 、 前 記 軸 線 に 沿 っ  
て 形 成 さ れ 、
前 記 第 ２ 及 び 第 ３ の 軸 部 に 設 け ら れ た 前 記 切 削 刃 部 の 前 記 切 れ 刃 （ ２ ２ ｂ 、 ２ ２ ｃ ） は 、  

請求項の数　3　（全7頁）
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前 記 軸 線 と 垂 直 な 面 と 平 行 で あ り 、
　 前 記 複 数 の 切 削 刃 部 の 各 々 に お い て 、 前 記 軸 線 を 含 む 仮 想 平 面 に 対 し て 前 記 す く い 面 を  
平 行 に 対 向 さ せ た と き 、 前 記 す く い 面 は 、 前 記 仮 想 平 面 か ら 前 記 切 削 工 具 の 回 転 方 向 と 逆  
方 向 に ず れ た 位 置 に 配 置 さ れ て い る 、 切 削 工 具 。
【 請 求 項 ２ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の 切 削 工 具 に お い て 、
　 前 記 仮 想 平 面 か ら 前 記 す く い 面 ま で の 距 離 は 、 ０ ． １ ｍ ｍ 以 上 、 ０ ． ７ ｍ ｍ 以 下 で あ る  
、 切 削 工 具 。
【 請 求 項 ３ 】
　 請 求 項 １ 又 は ２ 記 載 の 切 削 工 具 に お い て 、
　 前 記 軸 線 を 中 心 と す る 円 周 に 沿 っ て 配 置 さ れ る 、 複 数 の 前 記 切 削 刃 部 を 備 え る 、 切 削 工  
具 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 回 転 さ れ て ワ ー ク を 切 削 す る 切 削 工 具 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 種 々 の 部 材 を 作 成 す る た め に 、 切 削 工 具 を 用 い て 、 ワ ー ク が 切 削 さ れ る 。 こ の と き 、 切  
削 時 に 生 じ た 切 屑 が 、 ワ ー ク 内 に 残 留 す る と 、 部 材 の 動 作 の 障 害 と な る 可 能 性 が あ る 。 通  
例 、 切 削 さ れ た ワ ー ク は 溶 剤 等 を 用 い て 洗 浄 さ れ る が 、 切 屑 の 形 状 に よ っ て は 、 ワ ー ク の  
内 部 に 引 っ 掛 か る 等 し て 、 洗 浄 に よ っ て 除 去 さ れ 難 い こ と も あ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 こ の た め 、 切 屑 の 形 状 等 を 規 制 し て 、 切 屑 の 除 去 を 容 易 と す る 切 削 工 具 が 開 発 さ れ て い  
る 。 例 え ば 、 特 許 文 献 １ は 、 切 削 工 具 に 、 多 数 の 微 小 縦 長 溝 お よ び ／ ま た は 突 条 を 形 成 す  
る こ と に よ っ て 、 切 屑 を ゼ ン マ イ 状 に 湾 曲 さ せ る 技 術 を 開 示 す る 。 し か し 、 こ の 技 術 で は  
、 切 屑 の 長 さ 自 体 を 規 制 す る こ と は 困 難 で あ る 。 切 屑 が 長 尺 に な る と 、 ワ ー ク か ら 除 去 し  
難 く な る 。
【 先 行 技 術 文 献 】
【 特 許 文 献 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
【 文 献 】 特 開 平 ８ － １ ２ ６ ９ ０ ４ 号 公 報
【 発 明 の 概 要 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 本 発 明 は 、 切 屑 の 細 分 化 を 図 っ た 切 削 工 具 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 発 明 の 一 態 様 に 係 る 切 削 工 具 は 、 軸 線 を 中 心 に 回 転 さ れ る 切 削 工 具 で あ っ て 、 す く い  
面 と 、 切 れ 刃 と 、 を 有 す る 切 削 刃 部 を 備 え 、 前 記 軸 線 を 含 む 仮 想 平 面 に 対 し て 前 記 す く い  
面 を 平 行 に 対 向 さ せ た と き 、 前 記 す く い 面 は 、 前 記 仮 想 平 面 か ら 前 記 切 削 工 具 の 回 転 方 向  
と 逆 方 向 に ず れ た 位 置 に 配 置 さ れ て い る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 切 屑 の 細 分 化 を 図 っ た 切 削 工 具 を 提 供 す る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
【 図 １ 】 実 施 形 態 に 係 る 切 削 工 具 を 表 す 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 先 端 側 か ら 切 削 工 具 を 見 た 状 態 を 表 す 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 先 端 側 か ら 切 削 工 具 を 見 た 状 態 を 表 す 図 で あ る 。
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【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 実 施 形 態 に 係 る 切 削 工 具 １ ０ を 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 図 １ に 示 す 切 削 工 具 １ ０ は 、 例 え ば 、 リ ー マ で あ り 、 軸 部 Ｓ （ Ｓ ａ ～ Ｓ ｄ ） 、 お よ び 切  
削 刃 部 １ ２ （ １ ２ ａ ～ １ ２ ｄ ） を 備 え 、 軸 線 Ａ ０ を 中 心 に 回 転 さ れ て 、 ワ ー ク Ｗ を 切 削 す  
る 。 切 削 工 具 １ ０ は 、 ４ 種 類 の 切 削 刃 部 １ ２ ａ ～ １ ２ ｄ に よ っ て 、 ド リ ル 等 で 開 け た 孔 を  
４ 段 階 に 拡 張 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 切 削 工 具 １ ０ の 先 端 側 Ｄ お よ び 基 端 側 Ｂ は 、 図 １ に 上 下 の 矢 印 で 示 さ れ る 。 軸 線 Ａ ０ の  
方 向 を 軸 方 向 Ａ と す る 。 切 削 工 具 １ ０ の 径 方 向 Ｒ は 、 軸 線 Ａ ０ に 直 交 す る 方 向 で あ り 、 軸  
線 Ａ ０ か ら 外 周 に 向 か う 径 方 向 Ｒ を 径 方 向 外 側 Ｏ 、 外 周 か ら 軸 線 Ａ ０ に 向 か う 径 方 向 Ｒ を  
径 方 向 内 側 Ｉ と す る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 ４ つ の 軸 部 Ｓ （ 軸 部 Ｓ ａ ～ Ｓ ｄ ） は 、 軸 線 Ａ ０ に 沿 っ て 順 に 接 続 さ れ る 。 軸 部 Ｓ の 各 々  
に は 、 軸 線 Ａ ０ を 中 心 と す る 円 周 上 に 、 間 隔 を お い て 、 ４ つ の 切 削 刃 部 １ ２ （ １ ２ ａ ～ １  
２ ｄ ） が 取 り 付 け ら れ る 。 す な わ ち 、 軸 部 Ｓ ａ に ４ つ の 切 削 刃 部 １ ２ ａ が 取 り 付 け ら れ 、  
同 様 に 、 軸 部 Ｓ ｂ 等 の 各 々 に ４ つ の 切 削 刃 部 １ ２ ｂ 等 が 取 り 付 け ら れ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 切 削 刃 部 １ ２ ａ は 、 す く い 面 １ ４ ａ 、 先 端 面 １ ６ ａ 、 外 周 端 面 １ ８ ａ 、 斜 端 面 ２ ０ ａ 、  
切 れ 刃 ２ ２ ａ 、 お よ び 溝 ２ ４ ａ を 有 す る 。 す く い 面 １ ４ ａ は 、 切 削 刃 部 １ ２ ａ が ワ ー ク Ｗ  
を 切 削 し た と き に 生 じ た 切 屑 が 通 過 す る 面 で あ る 。 先 端 面 １ ６ ａ は 、 す く い 面 １ ４ ａ の 先  
端 側 Ｄ に 位 置 す る 端 面 で あ る 。 外 周 端 面 １ ８ ａ は 、 す く い 面 １ ４ ａ の 径 方 向 外 側 Ｏ に 位 置  
す る 端 面 で あ る 。 斜 端 面 ２ ０ ａ は 、 先 端 面 １ ６ ａ と 外 周 端 面 １ ８ ａ と の 間 に 形 成 さ れ る 端  
面 で あ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 切 れ 刃 ２ ２ ａ は 、 す く い 面 １ ４ ａ と 斜 端 面 ２ ０ ａ の 境 界 に 形 成 さ れ る 。 複 数 の 溝 ２ ４ ａ  
は 、 す く い 面 １ ４ ａ 上 に 形 成 さ れ 、 切 れ 刃 ２ ２ ａ に 達 す る 一 端 を 有 し 、 並 列 に 配 置 さ れ て  
、 切 れ 刃 ２ ２ ａ に 潤 滑 液 を 供 給 す る 。 溝 ２ ４ ａ は 、 軸 方 向 Ａ に 対 し て 、 先 端 側 Ｄ に 行 く に  
つ れ て 径 方 向 外 側 Ｏ に 向 か う よ う に 、 傾 斜 し て い る 。 こ の 結 果 、 溝 ２ ４ ａ は 、 切 削 工 具 １  
０ の 回 転 に よ っ て 生 じ る 遠 心 力 に よ っ て 、 よ り 効 果 的 に 、 切 れ 刃 ２ ２ ａ に 潤 滑 液 を 供 給 で  
き る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 本 実 施 形 態 で は 、 次 の よ う に し て 、 切 屑 と す く い 面 １ ４ ａ と の 間 の 摩 擦 抵 抗 が 軽 減 さ れ  
る 。 ま ず 、 す く い 面 １ ４ ａ に 溝 ２ ４ ａ を 設 け る こ と で 、 切 屑 と す く い 面 １ ４ ａ と の 接 触 面  
積 が 低 減 さ れ る こ と で 、 摩 擦 抵 抗 が 軽 減 さ れ る 。 ま た 、 溝 ２ ４ ａ を 通 る 潤 滑 液 が 、 切 れ 刃  
２ ２ ａ ま で 到 達 す る こ と で 、 切 屑 は 、 形 成 さ れ た 時 点 か ら 、 す く い 面 １ ４ と の 摩 擦 抵 抗 が  
低 減 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 こ の よ う に 、 切 屑 と す く い 面 １ ４ ａ と の 間 の 摩 擦 抵 抗 が 低 減 さ れ る と 、 次 の よ う に 、 切  
屑 が カ ー ル さ れ 、 さ ら に 分 断 さ れ る 。 す な わ ち 、 摩 擦 抵 抗 が 低 減 す る こ と で 、 切 屑 は す く  
い 面 １ ４ ａ か ら 離 間 し て 、 新 た に 形 成 さ れ た 切 屑 の 新 生 面 が 酸 化 さ れ 易 く な る 。 切 屑 は 、  
新 生 面 が 酸 化 さ れ る こ と に よ っ て 、 屈 曲 さ れ 、 カ ー ル す る 。 そ し て 、 酸 化 の 進 行 に 伴 っ て  
、 切 屑 の カ ー ル の 径 は 縮 小 し 、 そ れ に 伴 っ て 、 切 屑 内 の 応 力 が 大 き く な る 。 こ の 内 部 応 力  
が 、 切 屑 の 破 断 強 度 に 至 る こ と で 、 切 屑 は 分 断 さ れ る 。 す な わ ち 、 す く い 面 １ ４ ａ と の 摩  
擦 抵 抗 が 低 減 さ れ る こ と に よ っ て 、 切 屑 は 、 カ ー ル さ れ 、 且 つ 、 分 断 さ れ 易 く な る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 図 ２ は 、 先 端 側 Ｄ か ら 切 削 工 具 １ ０ を 見 た 状 態 を 表 す 図 で あ る 。 軸 線 Ａ ０ を 含 む 仮 想 平  
面 Ｆ を 設 定 し 、 仮 想 平 面 Ｆ に 対 し て す く い 面 １ ４ ａ を 平 行 に 対 向 さ せ て い る 。 こ こ で 、 仮  
想 平 面 Ｆ を 基 準 と し て 、 切 れ 刃 ２ ２ ａ の 芯 高 さ Ｈ が 定 義 さ れ る 。 芯 高 さ Ｈ の 絶 対 値 は 、 仮  
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想 平 面 Ｆ か ら の 切 れ 刃 ２ ２ ａ （ す く い 面 １ ４ ａ ） の 距 離 を 意 味 す る 。 ま た 、 芯 高 さ Ｈ の 正  
負 （ プ ラ ス 、 マ イ ナ ス ） は 、 仮 想 平 面 Ｆ お よ び 回 転 方 向 Ｃ に 対 す る 、 切 れ 刃 ２ ２ ａ の 位 置  
に よ っ て 定 ま る 。 仮 想 平 面 Ｆ に 対 し て 回 転 方 向 Ｃ 側 に 切 れ 刃 ２ ２ ａ が 位 置 す る と き 、 芯 高  
さ Ｈ は プ ラ ス （ ＋ ） で あ る 。 一 方 、 仮 想 平 面 Ｆ に 対 し て 回 転 方 向 Ｃ と 逆 方 向 側 に 切 れ 刃 ２  
２ ａ が 位 置 す る と き 、 芯 高 さ Ｈ は マ イ ナ ス （ － ） で あ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 図 ２ に 示 す よ う に 、 本 実 施 形 態 で は 、 す く い 面 １ ４ ａ は 、 仮 想 平 面 Ｆ か ら 切 削 工 具 １ ０  
の 回 転 方 向 Ｃ と 逆 方 向 に ず れ た 位 置 に 配 置 さ れ て い る 。 す な わ ち 、 切 れ 刃 ２ ２ ａ の 芯 高 さ  
Ｈ は マ イ ナ ス （ － ） で あ る 。 す な わ ち 、 切 れ 刃 ２ ２ ａ は 、 い わ ゆ る 芯 下 が り の 状 態 に あ る  
。 後 述 の よ う に 、 切 屑 を 径 方 向 内 側 Ｉ に 伸 び 易 く す る た め に は 、 芯 高 さ Ｈ は 、 例 え ば 、 －  
０ ． １ ｍ ｍ ～ － ０ ． ７ ｍ ｍ と す る こ と が 好 ま し い 。 芯 高 さ Ｈ は 、 － ０ ． ２ ｍ ｍ ～ － ０ ． ５  
ｍ ｍ と す る こ と が よ り 好 ま し い 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 図 ３ は 、 先 端 側 Ｄ か ら 切 削 工 具 １ ０ を 見 た 状 態 を 表 す 図 で あ る 。 こ こ で は 、 仮 想 平 面 Ｆ  
に 対 し て 、 切 削 工 具 １ ０ を 回 転 方 向 Ｃ に 回 転 さ せ 、 す く い 面 １ ４ ａ の 外 側 の 辺 （ 外 周 端 面  
１ ８ ａ と の 境 界 ） が 仮 想 平 面 Ｆ に 接 し た 状 態 を 考 え る 。 こ の と き 、 す く い 面 １ ４ ａ は 、 軸  
線 Ａ ０ に 向 か う に つ れ て 回 転 方 向 Ｃ と 逆 方 向 に ず れ る よ う に 傾 斜 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 切 削 刃 部 １ ２ ａ に よ る 切 削 時 を 考 慮 す る と 、 切 れ 刃 ２ ２ に よ っ て 形 成 さ れ た 切 屑 は 、 す  
く い 面 １ ４ ａ の 傾 斜 に 沿 っ て 、 径 方 向 内 側 Ｉ に 伸 び 易 く な る 。 こ の 傾 向 は 、 図 １ に 示 す 切  
れ 刃 ２ ２ ａ の 刃 先 角 度 θ ａ を ６ ０ ° よ り 小 さ く す る こ と で 、 よ り 強 め る こ と が で き る 。 刃  
先 角 度 θ ａ は 、 軸 線 Ａ ０ に 垂 直 な 面 に 対 す る 切 れ 刃 ２ ２ ａ （ 斜 端 面 ２ ０ ａ ） の 傾 き （ 角 度  
） を 意 味 す る 。 刃 先 角 度 θ ａ は 、 ４ ５ ° 以 下 で あ る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 図 ２ お よ び 図 ３ に 示 し た よ う に 、 切 れ 刃 ２ ２ ａ を 芯 下 が り （ マ イ ナ ス の 芯 高 さ Ｈ ） と す  
る こ と で 、 径 方 向 内 側 Ｉ に 伸 び た 切 屑 は 、 例 え ば 、 切 削 工 具 １ ０ の 軸 部 Ｓ あ る い は ワ ー ク  
Ｗ に 設 け ら れ た 孔 部 の 内 壁 Ｗ ａ 等 に 当 接 し て 、 破 断 、 細 分 化 さ れ 易 く な る 。 す な わ ち 、 切  
屑 が 径 方 向 内 側 Ｉ に 伸 び 続 け る と 軸 部 Ｓ 等 に 当 接 し て 、 分 断 さ れ る 可 能 性 が 高 い 。 ま た 、  
一 旦 、 径 方 向 内 側 Ｉ に 伸 び た 切 屑 の 先 端 が 径 方 向 外 側 Ｏ に 戻 っ て く る こ と も あ る 。 こ の 場  
合 、 切 屑 は ワ ー ク Ｗ の 内 壁 Ｗ ａ に 当 接 し て 、 分 断 さ れ る 可 能 性 が 高 い 。 い ず れ に し て も 、  
少 な く と も 一 旦 は 、 切 屑 が 径 方 向 内 側 Ｉ に 伸 び る こ と で 、 切 削 工 具 １ ０ ま た は ワ ー ク Ｗ に  
当 接 し て 、 細 分 化 さ れ る 可 能 性 が 大 き く な る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 こ れ に 対 し て 、 切 屑 が 径 方 向 外 側 Ｏ に 伸 び る と 、 切 削 工 具 １ ０ お よ び ワ ー ク Ｗ 等 に 当 接  
し 難 く な り 、 そ の 結 果 、 長 尺 化 し 易 く な る 。 切 屑 は 、 切 削 刃 部 １ ２ ａ の 最 外 周 の 近 傍 で 形  
成 さ れ る こ と が 多 い た め 、 形 成 さ れ た 切 屑 が 径 方 向 外 側 Ｏ に 伸 び る と 、 切 削 工 具 １ ０ 等 に  
当 接 せ ず 、 長 尺 化 す る 可 能 性 が 高 い 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 図 １ に お い て 、 切 削 刃 部 １ ２ ｂ ～ １ ２ ｄ も 、 切 削 刃 部 １ ２ ａ と 対 応 す る 構 成 を 有 す る 。  
す な わ ち 、 切 削 刃 部 １ ２ ｂ は 、 す く い 面 １ ４ ｂ 、 先 端 面 １ ６ ｂ 、 外 周 端 面 １ ８ ｂ 、 切 れ 刃  
２ ２ ｂ 、 お よ び 溝 ２ ４ ｂ を 有 し 、 斜 端 面 ２ ０ を 有 し な い 。 切 れ 刃 ２ ２ ｂ は 、 す く い 面 １ ４  
ｂ と 先 端 面 １ ６ ｂ の 境 界 に 形 成 さ れ 、 刃 先 角 度 θ ｂ は ゼ ロ と な る 。 溝 ２ ４ ｂ は 、 軸 方 向 Ａ  
に 沿 っ て 形 成 さ れ る 。 切 削 刃 部 １ ２ ｃ は 、 す く い 面 １ ４ ｃ 、 先 端 面 １ ６ ｃ 、 外 周 端 面 １ ８  
ｃ 、 切 れ 刃 ２ ２ ｃ 、 お よ び 溝 ２ ４ ｃ を 有 し 、 斜 端 面 ２ ０ を 有 し な い 。 切 れ 刃 ２ ２ ｃ は 、 す  
く い 面 １ ４ ｃ と 先 端 面 １ ６ ｃ の 境 界 に 形 成 さ れ 、 刃 先 角 度 θ ｃ は ゼ ロ と な る 。 切 削 刃 部 １  
２ ｄ は 、 す く い 面 １ ４ ｄ 、 外 周 端 面 １ ８ ｄ 、 斜 端 面 ２ ０ ｄ 、 切 れ 刃 ２ ２ ｄ 、 お よ び 溝 ２ ４  
ｄ を 有 す る 。 切 れ 刃 ２ ２ ｄ は 、 す く い 面 １ ４ ｄ と 斜 端 面 ２ ０ ｄ の 境 界 に 形 成 さ れ る 。 本 実  
施 形 態 に お い て は 、 刃 先 角 度 θ ｄ は ４ ５ ° よ り も 小 さ い も の と す る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 こ こ で 、 切 れ 刃 ２ ２ ｂ 、 ２ ２ ｃ 、 お よ び ２ ２ ｄ は 、 切 れ 刃 ２ ２ ａ と 同 様 、 芯 下 が り の 状  
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態 に あ る も の と す る 。 こ の 結 果 、 切 れ 刃 ２ ２ ｂ 、 ２ ２ ｃ 、 お よ び ２ ２ ｄ に お い て も 、 切 屑  
は 径 方 向 内 側 Ｉ に 伸 び 、 切 削 工 具 １ ０ あ る い は ワ ー ク Ｗ に 当 接 し 、 破 断 、 細 分 化 さ れ 易 く  
な る 。 ま た 、 既 述 の よ う に 、 刃 先 角 度 θ ｂ 、 θ ｃ 、 お よ び θ ｄ は ４ ５ ° よ り 小 さ い こ と か  
ら 、 切 屑 が 径 方 向 内 側 Ｉ に 伸 び る 傾 向 は 一 層 強 く な る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 以 上 の よ う に 、 本 実 施 形 態 で は 、 軸 線 Ａ ０ を 含 む 仮 想 平 面 Ｆ に 対 し て す く い 面 １ ４ を 平  
行 に 対 向 さ せ た と き 、 す く い 面 １ ４ は 、 仮 想 平 面 Ｆ か ら 切 削 工 具 １ ０ の 回 転 方 向 Ｃ と 逆 方  
向 に ず れ た 位 置 に 配 置 さ れ て い る 。 こ れ に よ り 、 切 屑 を 切 削 工 具 １ ０ の 径 方 向 内 側 Ｉ に 向  
か っ て 伸 び 易 く な る 。 こ の 結 果 、 切 屑 が 切 削 工 具 １ ０ 自 体 ま た は ワ ー ク Ｗ の 内 壁 Ｗ ａ に 接  
触 し て 、 細 分 化 さ れ 易 く な る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 ［ 変 形 実 施 形 態 ］
　 本 発 明 に つ い て の 実 施 形 態 を 説 明 し た が 、 本 発 明 は 上 記 実 施 形 態 に 限 定 さ れ る も の で は  
な く 、 本 発 明 の 要 旨 を 逸 脱 し な い 範 囲 に お い て 、 種 々 の 改 変 が 可 能 で あ る 。 本 実 施 形 態 で  
は 、 切 削 刃 部 １ ２ ａ ～ １ ２ ｄ 各 々 の 個 数 を ４ と し た が 、 １ ～ ３ 、 ま た は ５ 以 上 と し て も よ  
い 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 〔 実 施 形 態 か ら 得 ら れ る 発 明 〕
　 上 記 各 実 施 形 態 か ら 把 握 し う る 発 明 に つ い て 、 以 下 に 記 載 す る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
［ １ ］ 切 削 工 具 （ １ ０ ） は 、 軸 線 （ Ａ ０ ） を 中 心 に 回 転 さ れ る 切 削 工 具 で あ っ て 、 す く い  
面 （ １ ４ ） と 、 切 れ 刃 （ ２ ２ ） と 、 を 有 す る 切 削 刃 部 （ １ ２ ） を 備 え 、 前 記 軸 線 を 含 む 仮  
想 平 面 （ Ｆ ） に 対 し て 前 記 す く い 面 を 平 行 に 対 向 さ せ た と き 、 前 記 す く い 面 は 、 前 記 仮 想  
平 面 か ら 前 記 切 削 工 具 の 回 転 方 向 と 逆 方 向 に ず れ た 位 置 に 配 置 さ れ て い る 。 こ れ に よ り 、  
切 れ 刃 に よ っ て 形 成 さ れ た 切 屑 が す く い 面 に 沿 っ て 、 切 削 工 具 の 径 方 向 内 側 （ Ｉ ） に 向 か  
っ て 伸 び 易 く な る 。 こ の 結 果 、 切 屑 が 切 削 工 具 ま た は ワ ー ク に 接 触 し て 、 分 断 さ れ 易 く な  
る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
［ ２ ］ 前 記 仮 想 平 面 か ら 前 記 す く い 面 ま で の 距 離 は 、 ０ ． １ ｍ ｍ 以 上 、 ０ ． ７ ｍ ｍ 以 下 で  
あ る 。 切 れ 刃 に よ っ て 形 成 さ れ た 切 屑 が す く い 面 に 沿 っ て 、 切 削 工 具 の 径 方 向 内 側 に 向 か  
っ て 、 よ り 伸 び 易 く な る 。 こ の 結 果 、 切 屑 が 切 削 工 具 ま た は ワ ー ク に 接 触 し て 、 分 断 さ れ  
易 く な る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
［ ３ ］ 前 記 す く い 面 に は 、 前 記 切 れ 刃 に 達 す る 一 端 を 有 し 、 並 列 し て 配 置 さ れ て 、 前 記 切  
れ 刃 に 潤 滑 液 を 供 給 す る た め の 、 複 数 の 溝 が 形 成 さ れ て い る 。 こ れ に よ り 、 切 屑 と す く い  
面 と の 接 触 抵 抗 を 低 減 し 、 切 屑 が カ ー ル し 易 く な る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
［ ４ ］ 前 記 軸 線 を 中 心 と す る 円 周 に 沿 っ て 配 置 さ れ る 、 複 数 の 前 記 切 削 刃 部 を 備 え る 。 こ  
れ に よ り 、 複 数 の 切 削 刃 部 に よ っ て 、 ワ ー ク を 切 削 す る こ と が で き る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ ２ 】
１ ０ … 切 削 工 具                           １ ２ （ １ ２ ａ ～ １ ２ ｄ ） … 切 削 刃 部
１ ４ （ １ ４ ａ ～ １ ４ ｄ ） … す く い 面         ２ ２ （ ２ ２ ａ ～ ２ ２ ｄ ） … 切 れ 刃
２ ４ （ ２ ４ ａ ～ ２ ４ ｄ ） … 溝
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【 図 面 】
【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】
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